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再生可能エネルギー⑤
　今まで太陽光・風・水・バイオマスと、自然エネルギーを
利用した発電ついてお話してきました。今回が最後で、地熱
エネルギーを利用した発電についてお話ししていきます。
　地熱は風力と同じ、限りがない資源のエネルギーです。発
電できる箇所は温泉地や山の中が多く、建設するにあたって
は当然、周辺住民の理解や協力が必要であることや、自然と
調和させることなどが課題です。そのため、一般家庭向けや
農業用など小規模なものに適しています。また、地熱エネル
ギーによる発電は大きく分けて３パターンの方法があり、
　Ａ　水蒸気にしてタービンを回す
　Ｂ　水より沸点の低い中間熱媒体の利用
　Ｃ　高温岩体発電　　　　　　　　の３つがあります。
　Ａは、井戸を掘って噴き出す蒸気を利用する方法です。こ
れは発電に適する位置を的確に掘削することや、いずれ水蒸
気の量がどんどん減少する場合がある欠点もあり、あまり導
入はされていないようです。
　Ｂは、バイナリーサイクル（二元周期）発電ともいわれて
いますが、沸点が低い物質を利用し、水より蒸気が発生しや
すい環境で蒸気タービンを回し発電することです。しかしこ

ちらも設備費が高額であることが欠点とされ、実行まで行か
ないというのが実情です。
　Ｃは、水がない環境だが地中深くに高温の岩盤が場合、そ
の岩盤を掘削し水を循環され、蒸気を生成しタービンを回す
という発電方法です。これをマグマ発電と呼び、日本でも研
究がされているようですが、まだ実行に至っていません。
　３パターンともに、普及するには時間がかかりそうです。
地熱エネルギーは天候・季節に左右されず、二酸化炭素も出
さず、限りなく使用できる資源であることは良い点ですが、
発電量が小さいこと、発電できる場所が限定されるなどで、
特定地域だけの電気供給となってしまう点が短所といえると
思います。ちなみに、日本は22市町村で地熱発電所が建設し
ていて、その多くは大分県や鹿児島県などの温泉地に集中し
ています。世界で見るとやはりアメリカが１位なのですが、
ここ数年インドネシア、トルコといった国々が地熱発電の開
発・成長が進んでいるとのことです。
　■問い合わせ　なよろっぽい家づくりの会事務局
　　　　　　　　(ＮＰＯ法人なよろ観光まちづくり協会内)
　　　　　　　　　01654⑨6711
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